
















る部分, すなわち ｢実査体制 (統計専任職員)




























経済統計 (   , 経済構造統計等), 第２  
が, 人口社会統計 (国勢統計等), 第３  が,
共通・基盤的な事項 (統計データの有効活用の
推進等) である｡ 本稿で取り上げたテーマは,











のための予算, 人員 (統計リソース) が減少




地方統計は ｢実査体制 (統計専任職員) の機





























































































































本統計研究所 『研究所報』      ) で論じ
ておいた３)｡ . 基準単価の見直しと庁内統計理解
それでは, まず, 上の二つの施策がどのよ
｢実査体制の機能維持, 国と地方の連携｣ の進捗状況   
３) これは, 文部省科学研究費研究 『地域経済活





























































































































































｢実査体制の機能維持, 国と地方の連携｣ の進捗状況   
４)     年３月に閣議決定された ｢統計基本計画｣
の策定に際しても, 基本計画部会のもとにワー
キンググループ (  ) が設けられ, 検討が進



















































(総務省)｣ するとした点である｡ ただ, この
表現では, 地方公共団体の政策・人事・財政
部門に統計利活用の意義を理解してもらい,
立教経済学研究 第  巻 第２号     年  
調べによると,     年から    年にかけての国




















































































































































































































































































































































































































あろう｡ ただ, そうした中で, 国の調査の中




























































































































































































況報告｣ をもとに, ｢統計基本計画｣ の ｢実








































































































｢実査体制の機能維持, 国と地方の連携｣ の進捗状況    
                                                                
